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長野県の主な対応について
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長野県危機管理部危機管理防災課
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３ 救助に係る受援状況

１ 台風第19号災害の概要
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１ 気象概要 ２ 県の主な対応について（R2.1.14現在）

（１）災害対策本部等の設置（災害対策基本法に基づく）

ア 長野県
・10/11（金）15:30 警戒・対策本部
・10/12（土）15:30 災害対策本部
（15：30県内市町村への大雨特別警報の発表による）

イ 市町村
・最大34市町村が災害対策本部を設置（うち１市が継続中）

（２）災害救助法の適用
・10/12（土）：大雨特別警報が発表された43市町村

（３）被災者生活再建支援法の適用
・10/25（金）：県内全77市町村

〇大雨特別警報発表
（16市、13町、14村）

凡例

特別警報

警 報

要請先等 活動期間

自　衛　隊 R1.10.12～11.30

緊急消防援助隊 R1.10.13～10.15

警察災害派遣隊 R1.10.13～11. 3

海上保安庁 R1.10.13～10.14

活動内容

人命救助、災害廃棄物処理、入浴・給食支援等

人命救助

人命救助、警ら

人命救助

○救助機関による救助者数
・自衛隊748名
・消防・消防団755名
・警察256名
・海上保安庁16名 合計1,775名



人的・住家被害等の状況
（R2.1.27現在）

１ 人的被害
・死者 5名
・行方不明者 0名
・重傷者 8名
・軽傷者 137名

２ 住家被害
・全壊 1,095世帯

（2,750人）
・半壊 2,812世帯

（6,896人）
・一部損壊 3,635世帯

（9,205人）
・床上浸水 14世帯

（ 24人）
・床下浸水 1,713世帯

（3,663人）

３ 避難所の開設数
407か所
（開設中の避難所なし）

４ 被害総額
271,488百万円

４ 主な被害状況
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１ 台風第19号災害の概要
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（－）千曲川決壊 長野市 穂保地籍

市道白鳥神社線 東御市 本海野

(国)361号 上伊那郡南箕輪 北沢山地籍



２(１) 情報発信の取り組み
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https://www.nhk.or.jp/politics/articles/lastweek/25652.html



２(１) 情報発信の取り組み
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２(１) 情報発信の取り組み
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２(２) 災害廃棄物対応
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２(２) 災害廃棄物対応
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２(２) 災害廃棄物対応
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２(３) ボランティア等の活動
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災害ボランティア、農業ボランティア、避難所支援、炊き出し…
様々な活動で支えていただきました



２(３) ボランティア等の活動
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災害ボランティア

○活動状況（２月２日現在）

全県 延べ72,314 名

○主な活動内容

・被災住宅の泥の掻き出し

・家財の片づけ

・軽トラによる家財運搬



２(３) ボランティア等の活動
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農業ボランティア

○活動状況（２月２日現在）

全県 延べ8,524 名

○主な活動内容

・果樹周りの泥土の除去

・リンゴ畑、モモ畑、

田んぼ等の農地に

流れついた災害漂

着物の撤去



２(３) ボランティア等の活動
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NPO/NGO
○ボランティア活動全体コーディネート

（行政、社協、NPO/NGO等）

・避難所運営支援
避難所の運営ノウハウを持ったNPO／NGOにより、課題を抱

える避難所の円滑な運営を支援。

・災害ボランティアセンター運営支援

・重機・技術系支援
重機を持ち扱える技術系ボランティア団体が活躍。
「土砂をどかすために来たんじゃない、被災者の心を助ける

ために来たんだ。重機で土砂をどかすのはそのためのひとつの
手段だ」と言われていました。

・在宅避難者支援
避難所や被災地域の集会所等で、足湯マッサージと傾聴、炊

き出しなどの支援活動が継続的に行われています。

・こども、高齢者など災害弱者支援

・物資支援

・ネットワーク・情報共有
長野県災害時支援ネットワークにより、発災以降随時「情

報共有会議」が開催されています。現場で活動するNPO/NGO
等が集まり、各地域の現状や課題、活動状況等を共有しネット
ワークとして繋がる事で、相乗効果を生み出し、より効果的な
被災地支援活動につなげています。

ボランティアセンター
運営支援

炊き出し支援

重機作業支援

情報共有会議



２(４) 広域物資輸送拠点の運営

１．救助活動拠点の開設状況
（１）自衛隊 南長野運動公園（要請を受け、長野県広域受援計画に基づき開設（10月13日））

（２） 緊急消防援助隊（消防） 消防学校（独自に開設（10月12日））

（３） 広域緊急援助隊（警察） 真島スポーツアリーナ（独自に開設（10月12日））

２．広域物資輸送拠点等の開設状況
（１）広域防災拠点（10月16日開設）

・長野市営健康レクリエーションセンター
※ 発災当初、支援物資は地域内輸送拠点へ直送。地域内物資輸送拠点の増加に伴い、長野市と協議の上、
長野市営健康レクリエーションセンターを広域物資輸送拠点として開設（地域内物資輸送拠点と兼用）

（２）地域内物資輸送拠点
［10月13日］
① 長野市 長野市営健康レクリエーションセンター（避難所13箇所、避難者983名）

［10月14日］
② 佐久穂町 佐久穂町佐久庁舎（避難所２箇所、避難者12名）
③ 須坂市 須坂市北部体育館（避難所２箇所、避難者319名）
④ 飯山市 飯山市民会館（避難所１箇所、避難者21名）

［10月15日］
⑤ 小布施町 小布施町役場（避難所２箇所、避難者44名）

［10月21日（月）］
⑥ 千曲市 千曲市役所（避難所１箇所、避難者６名） 15

※ 今回の令和元年台風第19号災害において、初めて広域防災拠点を開設
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２(４) 広域物資輸送拠点の運営
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２(４) 広域物資輸送拠点の運営

10月13日
（日）

10月14日
（月）

10月15日
(火)

10月16日
(水)

10月17日
(木)

10月18日
(金)

10月19日
(土)

10月20日
(日)

拠点開設等 拠点設定
開設準備・
受入開始

開設準備完了
輸送開始

食料品（主食、副食） 300食 4,568食 18,775食 2,333食

飲料（水、お茶等） 216本 29,196本 25,908本

衣料品（下着、洋服等） 8,032着 1,002着 4,102着 3,100着

ミルク（液体・粉） 192本

おむつ・生理用品 888個 27個

マスク 8,000個 550個 432個

石鹸、シャンプー、歯ブラシ等 2,844個 85個 344個 120個

タオル 620枚 310枚 5,240枚 310枚

寝具類
（毛布、ブランケット等）

660枚 620枚 1,500枚 1,720枚

マットレス 700個

段ボールベット 600set 100set 50set

暖房器具
（ストーブ、電気カーペット）

120個 105個・枚

主な支援物資の搬入状況（発災から１週間）
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２(４) 広域物資輸送拠点の運営

千曲市役所

須坂市北部体育館

小布施町役場

飯山市民会館

堤防決壊（長野市穂保）

長野市営健康レクリエーションセンター
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２(４) 広域物資輸送拠点の運営

広域防災拠点：長野市営健康レクリエーションセンターの運営体制（10月16日～）

項 目 内 容 備 考

開設時間 9時～17時 搬入：9時～12時、搬出：13時～17時

配達リスト提出 配達日の前日15時厳守

体 制 担 当 役 割 分 担

全体統括 県職員（２名） 物資拠点の総括・指揮

管理ﾁｰﾑ 物流専門家（２名） 在庫管理表による在庫量管理、車両手配

作業ﾁｰﾑ
物流専門家 （１名）
長野市職員 （１～２名）
ボランティア（５～10名）

入庫・検品・仕分け・出庫、安全管理

１ 基本事項

２ 体制及び役割分担

（備考）
・長野県広域受援計画においては、県地方部職員が拠点の開設から運営等を行うこととなっているが、
以下の理由により、応援受援本部及び県庁職員（人事課手配）により広域物資拠点を運営
① 広域物資輸送拠点の開設について施設管理者との調整が難航（南信の一部の施設を除く）
② 支援物資の輸送効率性等を考慮し、被災地に広域物資輸送拠点を設置
⇒被災地の県地方部職員は他の災害関連業務があり広域物資輸送拠点の運営はできない
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２(４) 広域物資輸送拠点の運営

広域物資輸送拠点の運営は「災害発生時における物資等の緊急輸送等に係る協定書」に基
づき、長野県トラック協会へ要請し、日本通運（株）が拠点運営を担った。
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２(４) 広域物資輸送拠点の運営



２(４) 広域物資輸送拠点の運営

拠点全景（10月13日）

物流専門家指揮の下、支援物資をボランティアさんが入庫作業

物流専門家による
フォークリフト運搬
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２(４) 広域物資輸送拠点の運営

物流専門家指揮の下、ボランティアさんが仕分け作業を実施
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２(５) 被災者支援
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○取組結果



２(５) 被災者支援
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○取組結果（県HP掲載）



Ｏｎｅ Ｎａｇａｎｏ
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”ONE NAGANO”はみんなで復興に取り組もう！！という合言葉です

2019年12月18日 ONE NAGANO災害復興応援会議を開催



Ｏｎｅ Ｎａｇａｎｏ
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被災者を元気に
・ボランティアへの参加
・義援金･寄付金への協力

被災地を元気に
・被災地の農産物や商品の購入
・地域の行事等への参加・協力

長野県を元気に
・農業、商工業、観光業の復興、賑わいの復活

みんなを元気に
・SNS等による被災地への想いの発信
・ボランティアへの応援・感謝

未来を元気に
・将来のよりよい長野県づくりへ

“ONE NAGANO”の想い




